
フロン類 引取・破壊体制の概要／実績について

1. 指定引取場所および破壊施設

指 定 引 取 場 所 及 び 破 壊 施 設 は 、 地 域 性 ･物 流 効 率 化 ･経 済 性 等 を 考 慮 の う え 、 以 下 の 分 類 に よ り

設 置 し た 。

施設分類 施設の位置づけ及び選定要件
破壊施設

（指定引取場所）

① 基幹施設

＜施設の位置づけ＞

国内で回収するカーエアコン用フロン類の

大半を処理出来る充分な能力を有する大型

破壊施設

＜選定要件＞

・破壊受入処理能力が 200 トン/年以上で

あること

・競争力のある処理コストであること

○ 日曹金属化学（株）

会津工場（福島県）

○ 旭硝子（株）

千葉工場（千葉県）

○ イネオスケミカル（株）

三原製造所（広島県）

② 特別区域施設

（北海道、沖縄、奄美

諸島、含む鹿児島）

＜施設の位置づけ＞

フロン類回収業者から基幹施設に大型ボンベ

等を運搬するとした場合、相対的に多くの

日数を必要とする地域を担当する破壊施設

＜選定要件＞

・上記の支障が解消可能な施設であること

・競争力のある処理コストであること

○ 早来工営（株）

札幌工場(北海道)

○ サツマ酸素工業（株）

(鹿児島県)

○ 沖縄県フロン回収･処理事業

協同組合（沖縄県）

③ 自社回収破壊施設

＜施設の位置づけ＞

フロン類破壊業者が、自らフロン類回収業者と

して回収したフロン類の場合、他施設への運搬

は効率的でないことから、当該業者において

破壊処理を行う施設（取扱台数が一定以上で

あることが前提）

＜選定要件＞

・フロン類の回収台数が 6,000 台/年以上で

あること

・フロン類の運搬のための費用が発生しない

こと

・競争力のある処理コストであること

○ カースチール（株）

（群馬県）

○ ハリタ金属（株）

（富山県）

2. フロン類の運搬

指 定 引 取 場 所 ま で の 運 搬 に つ い て は 、 フ ロ ン 回 収 破 壊 法 と 同 様 に 、 フ ロ ン 類 回 収 業 者 が 提 携

運 搬 会 社 の ヤ マ ト 運 輸 （ 株 ） に 運 賃 着 払 い に て 運 搬 の 委 託 を 行 う 簡 便 な 方 式 を 利 用 す る こ と が

可 能 。 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 《右記配置図参照》

《指定引取場所及び破壊施設の配置図》

3. フロン類 引取･破壊 実績（08 年 4 月～09 年 3 月）

引取台数
引取量

〔CFC/HFC〕

08 年度 引取・破壊実績 総計

（下段（ ）内は 07 年 4 月～08 年 3 月実績）

2,717,277 台

（2,662,431 台）

834,692 Kg
〔CFC:132,767/HFC:701,925〕

（808,851kg）

破壊施設実績

早来工営（株） 132,007 台 40,320Kg
日曹金属化学（株） 817,074 台 253,753 Kg
旭硝子（株） 482,240 台 150,707Kg
イネオスケミカル（株） 1,176,553 台 356,699 Kg
サツマ酸素工業（株） 32,345 台 9,991 Kg
沖縄県フロン回収･処理事業協同組合 50,793 台 13,163 Kg
カースチール（株） 14,688 台 5,749 Kg
ハリタ金属（株） 11,577 台 4,309 Kg※ヤマト運輸（株）の運搬委託を利用しない場合、フロン類回収業者が自らまたは他の運搬業者へ委託する

ことにより、指定引取場所に運搬する。

沖縄県フロン回収･

処 理 事 業 協 同 組 合

:基幹施設 （3ヶ所）

:特別区域施設（3ヶ所）

:自社回収破壊施設（2ヶ所）

日曹金属化学

早来工営

旭 硝 子

イネオスケミカル

サツマ酸素工業

カースチール

ハリタ金属
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